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概要：  国立国語研究所は、1948年の設立以来、日本語に関する様々な調査研究を行ってきた。研究成果はそ

の都度、報告書や論文として公刊してきたが、研究成果の前段階の中間生成物に相当する情報カードや集計表、

さらに、研究の一次資料に当たる調査票、録音、語彙調査の雑誌原本、調査研究運営の記録である調査計画書や

会議録も現存し、それらは国語研研究資料室に保存して集中管理を行っている。概ね調査研究単位の資料群に

整理し、資料群の概要記述（239件）、紙資料の保存箱の目録（4,215件）、音声映像資料のデジタル化ファイル目

録（24,258件）を作成し（国立国語研究所研究資料室収蔵資料、http://rmr.ninjal.ac.jp/）、全文検索サービスを提

供している。音声・映像を含めて、収蔵資料は研究・教育目的であれば、来館利用が可能である。目録検索サービ

スは、資料の保存管理、過去の調査結果の検証可能性の確保、新たな研究課題での再利用を目的としたものであ

る。 

  

【図 19 分野「言語学」の経年変化】 

【図 20 分野「辞書」の経年変化】 

【図 21 分野「資料」の経年変化】 

【図 22 分野「書評」の経年変化】 
 
上記の図をそれぞれ見ていくと，全体のデータ件数の

増減の傾向と一致しているのは，「文体」「方言」「辞

書」であった。また，全体よりも件数の増加が早い時期

に起こり，一旦減少するものの，近年再度増加傾向に

あるものが，「日本語史」「音声・音韻」「語彙」「言語

学」の分野である。上昇傾向のみのものが，「文字・表

記」，「文法」「日本語情報処理」「コミュニケーション」

「日本語教育」であった。下降傾向のみのものは，「マ

スコミュニケーション」「国語問題・言語問題」「国語教

育」であった。また傾向が不明なものとして，「資料」

「書評」があた。このように，全体的な傾向に一致して

いないものが多く，分野毎に，研究が盛んな時期，沈

滞している時期などが見て取れる。 
 
４．３ 考察 
 【図４】から，過去約 70 年間の日本語研究で最も研

究されている分野は「国語教育」に関するもののようで

ある。しかし，これはデータの前身となっている『国語

年鑑』の文献情報の収集方針とも関連していると考え

られる。刊行初期の『国語年鑑』は国語教育の文献情

報を多数載せていた。［1］【図１７】の「国語教育」分野の

経年変化を確認すると，登録データについて一貫して

減少傾向にあることが分かる。また，２番目に多く研究

されていると考えられる「言語学」分野については，日

本語と外国語の対照研究なども多く含まれるため，日

本語研究の関連研究と捉えられるものもデータとして

登録されている。 
 以上から，日本語研究そのものの研究としては「日本

語史」がもっとも多く，「文法」，「語彙」，「コミュニケー

ション」と続いている。これらの４つの分野について，経

年変化を確認すると，「日本語史」「語彙」は，増加傾

向の後に減少し，近年再度増加しているのに対し，

「文法」「コミュニケーション」は全体的に上昇傾向であ

る。件数が同程度でも，研究の活況，沈滞により「分

野」の経年変化に差が見られることがわかる。 
 
５．おわりに 
 文献 DB のデータを用いて，日本語研究の研究動

向を見てきた。以下に，まとめとして見られた傾向を示

す。 
1）日本語研究は 2006 年を境に研究の件数が上

昇傾向から下降傾向へ転じている。 
2）分野毎の件数では，「国語教育」，「言語学」の

件数が多くなっている。その他に，「日本語史」，

「文法」，「語彙」，「コミュニケーション」，「日本語

教育」の分野が多く研究されている。 
3）分野毎にデータ件数の経年変化を見ると，全体

のデータ件数の傾向と合致している分野の方が

少なく，上昇傾向が続いているもの，減少傾向が

つづいているものなど，それぞれ分野により活

況，沈滞，と傾向が分かれている。 
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